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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

ブロードバンド世帯カバー率

指標の推移

　世帯数が少なく、通信事業
者が整備できない地区につい
ては、県・市・通信事業者が
応分負担しながら整備促進を
図っており、平成20年度末
で、目標のブロードバンド世
帯カバー率100％が達成となっ
た。

　全世帯において、快適なイ
ンターネット環境が整備され
たため、目標達成後はこれを
維持しつつ、より快適な超高
速ブロードバンド整備に注視
していく。

・より快適な超高速ブロード
バンドとなるよう通信事業者
の整備を促進。
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平成21年10月作成
１　政策のめざす姿や状態

基本目標 3

政　策 (5)

めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

　能代市山本郡医師会の協力
のもとに、小児の初期救急対
応についての冊子配布など、
受診に関する啓発活動の効果
が、徐々に現れてきていると
は思われるが、一方で、一次
医療機関・二次医療機関の受
診に関する棲み分けが明確に
なっていない医療体制の問題
もあるのではないかと考えら
れる。

　今後も健康教室等の機会を
とらえて、啓発活動を継続し
ていく。

・啓発活動を継続。

　薬局で発行しているお薬手
帳の普及や、地域等での啓発
活動の効果が、徐々に現れて
きているとは思われるが、一
方で、受診する医療機関が変
わることによる利便性から定
まっていない人もいるのでは
ないかと考えられる。

　今後も健康教室等の機会を
とらえて、啓発活動を継続し
ていく。

・啓発活動を継続。

身近なかかりつけ薬局を持っている市民の割合

指標の推移

安心でき健康を保てる医療体制

指標の推移

能代市総合計画　まちづくり点検表

安全と安心のまち

身近なかかりつけ医を持っている市民の割合

身近にかかりつけ医がいて、気軽に相談でき、必要なときに必要なサービスや高度な医療を受けられる
こと。

身近にできる救命技能や献血などが、地域医療を支えること。
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基本目標 3
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めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

不安のない生活を支える社会保障制度

指標の推移

能代市総合計画　まちづくり点検表

安全と安心のまち

要介護２～５に対する介護三施設等利用者の割合

社会保障制度が整っていて、安心して日常生活を送れること。

介護などが必要になったときに、必要なサービスや援助を受けられること。

　要介護２～５の認定者数が
増加している一方で、介護三
施設等利用者の割合が下がっ
たが、その要因としては、介
護療養病床が医療療養病床に
転換されたことが大きく影響
していると考えられる。

　特に後期高齢者人口の急増
で要介護者が増えており、居
住系サービスのニーズは高い｡
　国の示す標準は、平成26年
度で37％以下となっていて乖
離があるが、地域事情を考慮
して目標値を設定したため、
高齢者人口が増加する中で
は、一定の施設整備は必要と
考えられる。
　また、23年度末に介護療養
型医療施設が廃止され、転換
先によっては影響を受けるた
め、制度の見直しや施設の対
応などの動向を見守っていく｡

（順調に推移しているので取
組を維持。）

　介護老人福祉施設は74％、
介護老人保健施設は50％、介
護療養型医療施設は94％で、
平均67.4％となっており、目
標値をクリアしている。
　なお、国の示す標準は、平
成26年度で70％以上となって
いる。

　順調に推移しているが、介
護療養型医療施設が23年度末
で廃止されることになってお
り、仮に医療療養病床に転換
した場合は数値が下がると予
想されるため、制度の見直し
や施設の対応などの動向を見
守っていく。

（順調に推移しているので取
組を維持。）

介護三施設と地域密着型特養の利用者に対する要介護４・５の割合

指標の推移
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

　基準値からは減少している
ものの、平成20年度より平成
21年度の収納率が向上したの
は、特別徴収事業所の拡大な
どによるものと考えられる。

　今後も引き続き、納期内完
納や納税意識の向上に努めて
いく必要がある。

・特別徴収事業所の拡大。
・公平・公正な課税と収納対
策の実施。
・インターネット公売の実
施。
・年金特別徴収の実施。

　基準値から増加しているも
のの、平成20年度からは減少
した。
　市民意識調査の自由記載で
は、職員に対する肯定的な意
見と厳しい意見の両方があ
り、また、求められる市職員
像の上位は、「市民の立場に
立って物事を考える職員」
「笑顔で親切丁寧な対応ので
きる職員」「わかりやすく説
明のできる職員」となってお
り、こうした観点からも資質
向上に努めていく必要があ
る。

　市職員が市民から信頼され
るためには、まず、窓口・電
話などの対応を丁寧に行うこ
とや、事務を正確・スピー
ディに行っていくことなどが
必要である。
　そのためにも、市民の立場
に立って職務を行うことを、
常に意識できる職員の育成に
努めていく。
　また、窓口業務等において
は、申請等手続きの簡素化、
専門的知識の習熟にも努めて
いく。

・職員育成のためのより効果
的な取組の検討。
・自主的な勉強会や研修会の
開催。
・各種手続きの簡素化・効率
化のための改善策の検討。

　定員適正化計画では、平成
28年度に市民1,000人に対して
職員数を7人の割合とすること
を目指しており、新規採用職
員数を退職者の1/5としている
ため、職員総数は減少してい
る。
　定員適正化計画は、定年退
職者をベースに計画値を定め
ているため、定年前退職者分
が計画を上回り減少している
状況にある。

　職員数の減少に伴い、業務
の遅延やサービスの低下を招
かないよう努めるとともに、
職員の時間外勤務の状況にも
留意していく必要がある。
　今後も事務の効率化、事業
の見直しに積極的に取り組む
とともに、部門間の連携を強
化するなど、より効果的に業
務を行うための組織・機構の
見直しを行っていく。

・行財政改革大綱の実施項目
にある事務事業の見直しを着
実に推進。
・組織・機構の見直しについ
ては、類似団体を参考にする
などの検討を継続。

職員適正化計画に基づく職員数

指標の推移

市税の収納率（現年度分）個人市民税

指標の推移

効率的で住民サービスに資する行財政基盤

指標の推移

能代市総合計画　まちづくり点検表

安全と安心のまち

市職員は日頃仕事をよくやっていると思う市民の割合

財政状況や契約状況など、行政情報の透明性が高いこと。

職員の能力を生かし、効率的な事務処理や適正な個人情報管理などにより、行政の信頼度が高いこと。

受益と負担の関係が公平であり、市税をはじめ収入を確保できるなど、将来にわたって行財政運営を持
続できること。

国・県や大学、民間企業などとの連携や、他の地域との広域的な協力により、地域の課題が解決できる
こと。
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

市の財政状況などについて情報提供が行われていると思う市民の割合

指標の推移

　市の財政状況などの情報提
供が行われていると思う市民
の割合が増えている。
　これは、市町合併等により
市の財政への関心が高まった
こと、インターネットの普及
により市のホームページから
情報を得ている市民が増えて
いること、平成21年度から
「わかりやすい予算書、能代
市のことしの仕事」を作成
し、全戸配布したことなどが
要因として考えられる。

　情報提供の方法は、市の広
報紙やホームページへの掲載
が主であるため、内容の充実
に努めるとともに、見やすく
わかりやすいように工夫して
いく。

・予算や決算、各種財政指標
について、よりわかりやすく
公表。
・最新の情報をいち早く公
表。
・ホームページ等のレイアウ
トの工夫。
・「わかりやすい予算書、能
代市のことしの仕事」をまち
かどミーティングや出前講座
などで活用し、積極的に周
知。

市税の収納率（現年度分）軽自動車税

指標の推移

　基準値からは減少している
ものの、平成20年度より平成
21年度の収納率が向上したの
は、登録台数の伸びと、軽自
動車の買換え時等の納付意識
の向上が要因として考えられ
る。

　今後も引き続き、納期内完
納や納税意識の向上に努めて
いく必要がある。

・公平・公正な課税と収納対
策の実施。
・適正な異動手続きのＰＲ。

市税の収納率（現年度分）固定資産税

指標の推移

　経済不況の影響で、企業の
業績が悪化し収益が減少した
ため、納付額が減少し、収納
率も低下したものと考えられ
る。

　今後も引き続き、納期内完
納や納税意識の向上に努めて
いく必要がある。

・公平、公正な課税と収納対
策の実施。
・インターネット公売の実
施。

市税の収納率（現年度分）法人市民税

指標の推移

　経済不況の影響で、企業の
業績が悪化し収益が減少した
ため、納付額が減少し、収納
率も低下したものと考えられ
る。

　今後も引き続き、適正申告
や納期内完納、納税意識の向
上に努めていく必要がある。

・申告書送付時に適正申告と
納税意識の啓発。
・税務署の法人税強化策との
連携。98.79%

99.60%99.57%

99.47%
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